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平
和
條
約
に
よ
つ
て
、
行
刑
は
日
本
政
府
の
所
管
と
な
つ
た
が
、
勤
務
成
績
等
に
よ
る
情
状
し
や
く
量
、
刑
の
減
免
は

行
刑
と
不
可
分
で
あ
る
。
独
立
後
、
し
や
く
量
や
減
免
を
当
該
各
国
と
個
別
的
に
交
渉
す
る
こ
と
は
、
相
当
な
困
難
を
伴

う
と
認
め
ら
れ
る
。
独
立
後
、
個
別
的
に
各
国
と
交
渉
す
る
の
か
。
又
は
、
連
合
国
の
一
轄
し
た
統
一
機
関
と
交
渉
し
得

る
の
か
。
し
や
く
量
や
減
免
を
包
轄
的
に
日
本
政
府
に
委
任
し
て
も
ら
え
る
協
定
を
連
合
国
と
交
渉
す
る
方
針
と
努
力
あ

り
や
。 

、
、

、
、

、
、

1 

海
外
に
お
け
る
受
刑
者
を
独
立
前
後
至
急
内
地
に
て
服
役
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
な
り
や
、
当
該
国
と
の
交
渉
状
況
如

何
。 

和
解
と
信
賴
の
平
和
條
約
の
発
効
の
日
近
き
お
り
、
国
民
等
し
く
懸
念
し
て
い
る
問
題
は
戰
犯
者
の
取
計
ら
い
に
関
す
る

問
題
で
あ
る
。 

よ
つ
て
次
の
点
を
質
問
す
る
。 

戰
犯
者
の
取
計
ら
い
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

、 

、 

、 

 



 

 

四 
3 
現
在
巣
鴨
服
役
者
に
て
、
仮
釈
放
の
有
資
格
者
が
相
当
あ
り
と
聞
く
が
、
何
名
程
あ
り
や
、
又
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
早

期
釈
放
が
何
ゆ
え
遅
れ
て
い
る
の
か
。 

4 

独
立
の
日
に
、
国
内
犯
に
準
じ
て
、
大
赦
を
連
合
国
に
お
い
て
戰
犯
者
に
行
う
こ
と
は
今
後
の
親
善
の
た
め
に
き
わ
め

て
有
意
義
と
思
わ
れ
る
が
、
大
赦
実
現
の
努
力
を
い
か
に
な
し
て
い
る
か
、
そ
の
見
通
し
如
何
。 

右
質
問
す
る
。 


